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平成２７年度 センター（地域連携）委員会 年間分掌マネジメント 岩美中学校 

学校教育目標 校訓「みずから学び みずから鍛え みんなと生きる」を体現する生徒の育成 

重点努力事項 

(1)質の高い授業を実践することによって基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力の育成をバランスよく図り、自ら課題意識を持って友と高め合うことのできる

生徒を育成する。 

(2)あらゆる教育活動を通じて辛抱・我慢できる心、困難に打ち勝つことのできる精神力、自己コントロールできる力を鍛え、強くたくましい心と体を育成する。 

(3)人のために自分には何ができるかを考え行動することが、最終的に自己理解や自分を大切にすることにつながることを実感させ、将来の進路選択への展望

を持たせる。 

分掌重点目標 
①岩美町の「人づくり」「地域づくり」の一翼を担い、特に教育面、文化面においてセンター的な役割を果たす 

②地域住民や地域機関との連携を強化しながら、地域住民の一員としての自覚をもった生徒の育成を目指す 

H26年度成果と課題 
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ふるさと先生の在

り方については聴

講という形になる

ので、新規開拓は

しない。 

一方、職場体験

先でお世話になっ

ている事業所が

閉鎖になるなどし

ているため、情報

収集をして新規開

拓の必要性があ

る。 

 

休日補充に関して

は、環境大学との

連携が少しずつで

きてきた。今後継

続した取組にして

いきたい。 

 

ふるさと先生、職

場体験の講師、

事業所候補につ

いては、地元の様

々なネットワーク、

広報活動などを

通して広く募集し

てもよいのではな

いか。 

それと、キャリア

教育との連携を図

る必要がある。 

 

環境大との連携

については、教育

実習の受け入れ

も含め、地域の大

学との連携という

意味で年間をとお

しての計画を立て

る必要がある。 

 

①岩美町や地域を愛し、

郷土への誇りと自らの姿

に自信をもった生徒 

 

②岩美町内外の人的資源

を有効活用し、将来に夢

や希望をもった生徒の育

成に努める教師 

地域人材を活用し

た教育活動の企

画・実践を通して、

地域を愛し、郷土

に誇りをもち、自ら

の姿に自信をもっ

た生徒を育成する 

１年 

◎ふるさと先生とともに（1・2学期） 

  

◎職場体験学習に向けて（3学期) 

地域人材の発掘に

努め、地元事業所

への協力を要請し

、参加事業所の増

加をはかり、地域

の人材を活用でき

る 

地域人材、地

元事業所の協

力を得ることが

できる 

  

２年 

◎ワクワクチャレンジ in IWAMI（1学期） 

 

◎修学旅行に向けて（2･3学期） 

３年 

◎修学旅行岩美町ＰＲ大作戦（1学期） 

 

◎休日補充学習（2・3学期） 

クラスごとのあい

さつ見守り隊には

差がみられた。早

朝ではあるが、学

級委員さんを中心

に広報し、参加を

促す必要あり。 

一方、見守りDAY

の参加者は昨年

に比べて多く、岩

美チャンネル等で

の広報活動も功

を奏しているので

はないかと考えら

れる。 

 

なにも正門付近だ

けの活動だけでな

く、近所の生徒が

通りそうな所で短

時間でもあいさつ

しながら様子を見

ていただけるだけ

でも、地域の目と

しての効果がある

と考えられる。そ

のような取組も要

検討。 

 

学校HPの更新に

ついても教務団を

中心に更新すべ

き。 

 

②保護者・地域の方々か

ら信頼される学校づくりに

努める教師 

保護者、地域の方

々の学校運営参

画意識の高揚に

つながる教育活動

を行う 

◎保護者・地域の方々の学校運営への参

画意識の高揚 

「PTA総会、運動会、文化祭、参観日」 

「若鷲校内見守り隊」 

「若鷲あいさつ見守り隊」 

 

○地域の母親・NPOとの連携 

「赤ちゃんとのふれあい体験」（再編） 

 

○「高齢者福祉大会」等、町関係行事を岩

美中で開催 

 

○地域高齢者と中学生による校内での交

流活動の企画･実施（要検討） 

 

○学校関係者評価委員会の活用 

 

○学校HPの積極的な更新 

 

○岩美町チャンネル等の活用 

・「PTA関係行事」「

若鷲校内見守り隊

」「若鷲あいさつ見

守り隊」等、保護者

・地域の方々を巻

き込んだ活動が定

着する 

・PTA関係行事

（PTA総会、人

教参観日、学

年末PTA）への

参加率が50%以

上 

・若鷲見守りD

AY参加者数が

平均10人以上 

・若鷲あいさつ

見守り隊の参

加者数が平均5

人以上 

  

廃止される行事、

新規の行事等の

情報を仕入れ、年

間行事一覧に反

映させた。 

 

各公民館に依頼

し、中学生に直接

呼びかけてもらう

ほか、中学校で集

約が必要な場合

は依頼も受ける。 

①人に喜ばれ、人の役に

立ち、地域に貢献できる生

徒 

 

②地域行事に積極的に参

画し、地域から期待される

生徒を支援する教師 

町教育委員会、各

地区自治会、公民

館等関係諸機関

との日常的な連携

に努め、地域のニ

ーズを的確に把握

する 

○地域行事の積極的参加を促す町区別

生徒会の開催 

 →地域の要請を担当者から生徒へ 

 

○各地区運動会、ボランティア活動、町教

委・公民館・自治会主催行事への参加の

呼びかけ 

 

○地域と連携した校外行事・遠足、JRCボ

ランティア清掃活動、浦富マラソンetc.へ

の積極的参加 

・地域の行事やボ

ランティア活動へ

の教師・生徒の参

加率実績が例年を

下回らないように

する。 

・生質項目18 

「地域の行事や

活動に積極的

に参加している

」の肯定的評価

が75%以上達成 

  

  


